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地殻変動を捉える電磁気パルスの観測
The observation of the electromagnetism pulse to capture crustal movement
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地震予知のため FM放送の直接波を観測して、電波の異常現象から地殻変動を調べる研究を行っております。電波観
測は長期に亘る継続的な観測とデータ解析を行っていますが、中には、電磁気のパルス的な異常がしばしば発生するた
め、データから原因追求をしていて、潮汐の干満とほぼ同期して異常パルスが発生していることを発見しました。しか
し２割ほど潮汐に同期しない異常があるため、さらに分析してみると、地震前後に異常が多いことが判りました。そこ
で、潮汐に同期する８割と残りの非同期部分に、地震統計等を加えて比較検証した結果、潮汐の干満と異常パルスの正
負方向は同期しており、非同期の異常はその多くが地震前後に発生していることが判りました。従って、電磁気パルス
は潮汐や地震を関連づける状況証拠となりました。
　この原因とメカニズムですが、観測データを利用した瀬戸内海は、潮汐が大きく、満潮と干潮の差は２～３メートル

もあり、西瀬戸だけでも約５０億トンという巨大な重量変化が起きています。さらに、地震統計との突合調査では、大
きい潮の干潮付近で約６割の地震が発生している事から、潮汐の干満は地殻変動や地震トリガーとして可能性が高いこ
とを示しています。また、電磁気パルスの起源は、潮汐の重力変化が、地殻に圧迫や伸張等のインパクトを与え、地殻
内が圧縮や伸張等で臨界付近になると、微少破壊や摩擦等で電磁気パルスが発生しているのです。この電磁気は地殻か
ら電磁誘導等で地表まで達すると、電磁界を形成したり空中へ放射されるため、観測グラフには潮汐の同期変化のよう
に明確な変化が現れてきます。従って、この電磁気パルスを観測網で長期的に行えば、地殻変動が判ったり、地震を予
知する重要なデータを、提供する観測になると考えています。各観測や研究資料等を示します。
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